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Ⅱ　庄戸地区の環境影響について
予測の与条件平面図・交通量

予測位置
（上郷町）
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交通量出展：環境影響の照査結果　H17.3
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Ⅱ　庄戸地区の環境影響について
予測の与条件縦断図・横断図
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騒音対策

遮音壁
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騒音予測結果
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振動予測結果

過去に，問題箇所は無
大和44，勧永42，伊勢原42

家屋が揺れ、戸・障子がガタガタと
鳴動、電灯が揺れる

室内の動揺が激しく、すわりの悪い
花びんは倒れ、歩行者でも感ずる

大勢の人に感ずる程度
戸・障子がわずかに動く程度

人体に感じない

静止している人や特に地震に
注意深い人にだけ感じる
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沈下目安について

設計時における沈下基準値とは、工事計画や設計を進めていく上で、周
辺建物等の部材に損傷を与えず且つ居室等で人が不快に感じないと判断
するレベルであり、如何に工事を安全に進めることが出来るか否かを判
断するための設計の目安値です。なお、沈下基準値は、日本トンネル技
術協会の調査研究報告書等を参考にして設定しました。

対象物 基準値

沈下量：δ 傾斜角：φ

25　ｍｍ 1/1000　ｒａｄ

家　屋

ｒａｄはラジアンといい、傾き（角度）を表します。
1 / 1 0 0 0 ラ ジ ア ン ＝ 約 0 . 0 5 7 度

幅 Ｌ
沈下量δ

傾 斜 角 ( φ ) ＝ δ / Ｌ ＝ 1 / 1 0 0 0 ｒ ａ ｄ
（ 概ね 、幅 1 ｍに対 して 1 ｍｍの沈下量の傾きです 。 )
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地表面沈下対策工法の例

一般的なトンネル工法に対し、さらに補助工法などの組み合わせ
を追加することで、地表面沈下の抑制を図る。



7

２８

止水注入工法の効果

周辺地山への難透水性ゾーンを形成することで、トンネル掘削時での
地下水の漏れ出しを防ぎ、地下水位低下による圧密沈下を抑制する。
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２９

止水注入工法の施工法

・止水注入工法は、トンネル掘削中の漏水による圧密沈下を抑制することを主
な目的とした工法である。

・トンネル本坑掘削に先立ち、中央導坑を施工した後に、その導坑より地山にセ
メントミルクなどの地盤硬化剤を注入することで、地盤の透水係数（地下水の流
れやすさ）を小さくして難透水ゾーンを形成し、漏水を減じるとともに周辺地山を
補強する。

約5ｍ
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３３

防水型トンネルと排水型トンネル

• 防水型トンネル • 排水型トンネル



10

大気予測結果
二酸化窒素（NO２）：年平均値

※道路寄与濃度　；　横環南、上郷公田線、環状４号線の合計

0.0190.019
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出展：環境影響の照査結果　H17.3
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下越えによる環境への影響
■全線のNoｘ排出量は２７％増加

■ジェットファンの必要台数は３台増加

■地区ごとの排出量の割合

　　　　　　　公田：神戸橋：釜利谷
　現計画　＝４０％：２１％：３９％　　
　下越え案＝６１％： － ：３９％　⇒　不均衡を解消するためには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　換気所が必要
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沿道の緑化

＊トンネル坑口および、環境施設帯への緑化例

Ⅰ　庄戸地区の環境対策

準備中

緑化状況

庄戸トンネル坑口部イメージ
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神戸橋の下越し要望

＊過去の検討（釜利谷ＪＣＴの縮小化）

Ⅳ　その他

平面図
（開口部大）

平面図
（開口部小）

当初計画 現計画
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トンネル上部の緑化

＊アダプト制度を活用した参考例（その１）

庄戸トンネル上部利用イメージ
※地域性苗木による樹林形成が基本です。

Ⅰ　庄戸地区の環境対策
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３７

工事中の周辺環境への対策
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住宅密集地における開削工事の例

防音シェルターの施工例

坂巻工法の施工例
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神戸橋の下越し要望

＊庄戸・釜利谷トンネルの縦断概要

Ⅳ　その他

下越し時の縦断図
（庄戸に換気塔あり）

注）本線と近接・交差する既設構造物の対策が別途必要です。
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切土法面の増大
本線橋・跨道橋の改築

神戸橋の下越し要望

＊釜利谷ＪＣＴの概要

トンネル化した本線等と
既設溝渠等が干渉
（トンネル延長は約1.3ｋｍ増）

新たなループにより
大規模な切土法面発生
（改変法面は約２万ｍ2増）

切土法面の増大
本線橋の改築

Ⅳ　その他
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釜利谷ＪＣＴの地下化における課題 Ⅳ　その他

送水管の移設 送水管の補強

水路切回し

横断路移設高圧線移設

ループランプによる開削
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